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こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
時
間
が
か
か
っ

て
も
行
う
の
が
望
ま
し
い
。

都
道
は
、
仮
歩
道
を
設
置

し
た
い
。

栗
原
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
は
凍
結
す
べ
き
。
都

道
１
７
９
号
線
歩
行
者
の

安
全
対
策
は
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
見
直
し
が
必
要

か
考
え
る
。

少
子
化
問
題
、
各
種
団
体

の
定
数
見
直
し
を
考
え
る

べ
き

芝
生
化
さ
れ
た
校
庭
を
消
防
団
の

訓
練
場
所
と
地
域
の
利
用
に

芝
生
化
さ
れ
た
校
庭
で
は
訓
練
は
で
き
な
い

町
長

小
野
　
芳
久
　
議
員

質
問　

本
年
は
消
防
団
の

改
選
期
で
あ
り
、
操
法
大

会
の
年
で
も
あ
る
。
各
分

団
は
、
日
夜
厳
し
い
訓
練

に
励
ん
で
お
り
、
そ
の
結

果
が
東
京
・
西
多
摩
大
会

に
反
映
さ
れ
る
。
訓
練
の

た
め
に
は
消
防
車
が
入
れ

る
場
所
が
必
要
で
あ
る
。

町
は
小
中
学
校
校
庭
の
芝

生
化
を
進
め
て
い
る
が
、

様
々
な
団
体
が
利
用
時
に

芝
生
を
傷
め
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問
①　

消
防
団
の
訓
練
場

所
の
確
保
と
夜
間
の
照
明

設
備
は
。

町
長　

芝
生
化
さ
れ
た
校

庭
で
は
、
消
防
団
の
操
法

訓
練
は
で
き
な
い
。
石
畑

会
館
の
隣
接
地
約
２
、
９

０
０
㎡
を
災
害
医
療
拠
点

と
し
て
取
得
予
定
で
あ
る
。

通
常
時
に
は
、
消
防
団
の

訓
練
場
所
と
し
て
も
利
用

で
き
る
。
夜
間
利
用
時
に

は
、
近
隣
の
人
の
理
解
を

得
た
上
で
、
投
光
器
な
ど

の
夜
間
照
明
の
使
用
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
ほ
か
の
公
共
施
設
利
用

を
消
防
団
と
も
話
し
合
い

た
い
。

問
②　

利
用
す
る
場
合
の

規
制
は
。

町
長　

芝
生
の
維
持
管
理

や
育
成
を
阻
害
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
使
用
方
法

を
事
前
に
確
認
し
、
許
可

し
て
い
る
。

中学生有志によるダンス披露（27年3月の瑞中芝開き）

学校の給食費無料化で
　　　　人口減に歯止めを
給食費無料化が人口減少を抑制するとは思えない町長

大坪　国広　議員（日本共産党） 質
問　

政
府
は
昨
年
８
月

「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
綱
」
を
閣
議
決
定

し
た
。
今
、
子
ど
も
の
６

人
に
１
人
、
約
３
０
０
万

人
が
国
の
基
準
と
し
て
い

る
「
貧
困
ラ
イ
ン
」
以
下

で
生
活
を
し
て
い
る
。
町

の
人
口
減
や
不
登
校
に
歯

止
め
を
掛
け
る
た
め
に
も
、

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無

料
化
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
次
の
３
点
に
つ
い

て
町
長
、
教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。

問
①
　
町
の
児
童
・
生
徒

の
給
食
費
無
料
化
に
掛
る

費
用
は
。

町
長　

26
年
度
実
績
で
、

約
１
億
円
。
な
お
、
準
要

保
護
世
帯
の
給
食
費
は
就

学
援
助
費
で
補
助
し
て
い

る
。

問
②
　
現
在
の
町
の
貧
困

率
は
。

町
長　

貧
困
率
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
作
成
基
準
に
基
づ

き
算
定
さ
れ
、
市
町
村
単

位
で
集
計
で

き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、

算
定
は
困
難
。

問
③
　
町
の

人
口
減
や
不

登
校
に
歯
止

め
が
掛
る
と

思
う
が
ど
う

か
。

町
長　

人
口

減
少
は
、様
々

な
要
因
が
複

合
的
に
関
係

し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、

給
食
費
の
無

料
化
が
直
接

的
に
人
口
減

少
を
抑
制
す

る
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、

不
登
校
の
直
接
原
因
が
給

食
費
に
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
な
い
。

住
み
や
す
い
地
域
環
境
こ
そ
、

　
　
　
　
　

真
の
観
光
振
興
で
は

活
力
の
あ
る
町
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
振
興
に
つ
な
が
る

町
長

尾
作
　
武
夫
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問　

地
域
お
こ
し
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
は
、

そ
こ
に
住
む
住
民
が
主
役

で
「
こ
の
地
域
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
原
点
は
決
し
て
外
へ
売

り
込
む
こ
と
で
は
な
い
。

観
光
客
対
応
や
特
産
品
開

発
と
い
っ
た
、
外
へ
の
対

応
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で

あ
る
。
地
域
お
こ
し
の
目

的
は
内
な
る
対
応
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
住

民
が
自
慢
で
き
る
魅
力
あ

る
地
域
は
、
外
の
人
へ
も

強
烈
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

住
み
や
す
い
地
域
環
境
こ

そ
、
真
の
観
光
振
興
と
思

う
が
。

町
長　

地
域
に
誇
り
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
地
域
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
は
、

地
域
の
行
事
や
活
動
に
参

加
す
る
意
識
を
持
ち
、
積

極
的
に
行
動
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　

瑞
穂
町
の
人
や
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
様
々
な

要
素
が
互
い
に
連
携
し
合

い
な
が
ら
活
力
の
あ
る
町

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

　

町
は
「
け
や
き
館
」
を

中
心
に
情
報
発
信
を
強
化

し
、
町
の
魅
力
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
観
光
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

学習状況調査の結果を
　　　　　　どう生かすのか

27年度から「フューチャースクール」を実施する教育長

森　　　亘　議員（自民新政会） 質
問　

26
年
度
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
に
お

い
て
、
わ
が
町
の
児
童
・

生
徒
は
、
全
国
・
都
の
平

均
に
対
し
、
学
校
以
外
で

の
学
習
時
間
が
少
な
い
一

方
で
、
ゲ
ー
ム
、
メ
ー
ル

等
の
使
用
時
間
が
大
き
く

上
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、

学
力
以
外
で
も
地
域
行
事

へ
の
参
加
率
が
か
な
り
下

回
っ
て
お
り
、
町
の
教
育

力
向
上
へ
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
に
つ
い
て
、
町
お
よ
び

教
育
委
員
会
は
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
町
長
、
教
育
長
に

所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

調
査
の
結
果
か

ら
、
学
校
以
外
で
の
学
習

に
当
て
る
時
間
を
ゲ
ー
ム

な
ど
に
費
や
し
学
力
向
上

が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
の

相
関
関
係
が
見
て
取
れ
る
。

そ
こ
で
、
二

つ
の
方
向
か

ら
問
題
の
解

決
を
図
る
。

一
つ
目
は
、

児
童
・
生
徒

の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
上
の
安

全
管
理
や
過

度
な
利
用
の

抑
制
を
指
導

す
る
。
さ
ら

に
家
庭
内
指

導
の
徹
底
を

求
め
て
い
く
。

二
つ
目
は
、

学
校
以
外
で

の
学
習
時
間

の
機
会
を
確

保
す
る
た
め
、
27
年
度
か

ら
中
学
生
を
対
象
に
、
土

曜
日
と
長
期
休
業
中
に

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
。

26年11月に開催された産業祭
給食センターで調理をしている様子

新入生を歓迎する2年生（一小入学式）


